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「Web2.0」  
 

 
 
インターネット上でも書店でも頻繁に見かける「Web2.0」（ウェブニテンゼ

ロと読む）。製品名でもなければ技術につけられた名前でもありません。例

えば、かつて検索と言えば Yahoo!、そして検索の主流は Yahoo カテゴリと

いうディレクトリ検索でした。しかし、今日では Google などで単語での検

索が当たり前になっています。個人の Web サイトの主流になったブログ、範

囲を限定したコミュニティを実現する SNS など Web は大きく変わりました。

こうした Web の新しい技術、傾向、特徴を総称して Web2.0 と呼んでいます。  
 

 

■Web2.0 ってどんなサイト 
 

Web サイトが大きく変貌を遂げています。始めに２つの Web サイトを紹介

します。  
「Web2.0」の代表的な Web サイトです。  
 

Wikipedia（ウィキペディア） 

http://ja.wikipedia.org/wiki/  

 

オンライン百 科 事 典  

一 般 の人 々の手 により執 筆 ・編 集 されるオン

ライン版 百 科 事 典 です。「ウィキ  （ Wiki）は

Web ブラウザを利 用 して Web サーバ上 のハ

イパーテキスト文 書 を書 き換 えることができる

Ｗｅｂツール」の名 称 です。Wikipedia は、こ

の wiki と encyclopedia（百 科 事 典 ）を組 み

合 わせた造 語 です。  
日本語版は、409,000 項目に及び、1 時間あ

たり約 20 本程度の速度で増え続けています。

日本語だけでなく、世界中 200 を超える

言語で製作されており、登録数 100,000
以上の言語だけでも 14 に及びます。

（2007 年 9 月 1 日 現 在 ）  
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Google Earth（グーグルアース） 

 http://earth.google.co.jp/index.html  

 

衛 星 写 真 ・航 空 写 真 による地 理 空 間 情 報 ソ

フトウェア 

宇 宙 から徐 々に高 度 を下 げていき、地 球 上

の任 意 の場 所 の地 形 や町 の様 子 を上 空 から

見 ることができます。  
衛 星 写 真 と航 空 写 真 が使 用 されており、解

像 度 は標 準 で 15m、大 都 市 や一 部 の施 設

では 1ｍという高 解 像 度 の画 像 もあります。  
画 像 データは Google 社 のサーバからインタ

ーネット経 由 で送 られてきます。Ajax（後 述 ）

の採 用 でネット越 しとは思 えない滑 らかな動

作 を実 現 しています。  
Google 社 の Web サイトからプログラムをダウ

ンロードして誰 でも使 用 することができます。

Windows 、 MacOS 、 Linux に 対 応 、 日 本

語 にも対 応 しています。 

 
上記の２つのサイトが、Web2.0 以前の Web サイトと大きく異なっているの

は、「ユーザー自身の手でコンテンツが作られていること」、「衛星写真や航空写

真のような貴重なデータを、だれもが手軽にストレスなく利用できること」で

す。どうしてこんなことができるのでしょうか。Web2.0 とそれ以前を比較す

ることから始めましょう。  
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■Web2.0 ってどんなこと  
Web2.0 があるのだから、Web1.0 もあることが考えてしまいます。実際には、

Web1.0 というときは、Web2.0 と比較するときに、Web2.0 以前を便宜的にそう

呼ぶことが多いようです。世界で初めて Web2.0 を提唱した Tim O'Reilly 氏は

Web2.0 を次の表で示しました。Web2.0 の紹介ではよく使われる有名な表です。  

 

http://japan.cnet.com/column/web20/story/0,2000055933,20090039,00.htm 

 
オ ン ラ イ ン 百 科 事 典 と 言 え ば か つ て は Britanica Online 、 今 日 で は

Wikipedia がそれに代わっている、というように Web に関する変化を、実際の

企業、Web サイト、サービス、技術、ビジネスモデル、制作スタイル、料金シ

ステム、分類法など幅広い範囲に渡って比較しています。この比較されている

項目の幅広さこそ Web2.0 です。Web2.0 は規格や製品、サービス名、バージョ

ン番号ではありません。「Web が大きく変わった」、「具体的には上記の表の

矢印が示すように、左から右へ変わった」、この変貌を遂げた Web の状況を

Web2.0 と呼んでいるのです。  
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■Web2.0 の特徴は 
「ネットサーフィン」という言葉が流行りました。今日では誰もそうは言い

ません。Web がクリックしてリンクをたどって、画面を見るだけのものではな

くなったからです。前項で紹介した Web はいずれも高い実用性を備えており、

サービスとしてユーザーがアクションを起こして利用するためのものに変化し

ています。具体的に見ていきましょう。  

 

 

●Web 同 士 の連 携 、マッシュアップ 

Web2.0 の特徴は「単独の Web ではなく、他の Web と連携して新しいコン

テンツやサービスを生み出している」ことです。例えば、API（ Application 
Program Interface）を公開することで、自サイトのコンテンツを他の Web と

組み合わせて使えるようにすることができます。API は、プログラムがその機

能をほかのプログラムから利用できるようにするインターフェースのことです。

これを公開することで、API を自分のプログラムから呼び出し、受け取ったデ

ータを自分の Web やサービスで利用できるようになります。有名なところでは

Amazon.com は自社商品のデータベースを外部に公開していますし、Google 
Maps の地図マスターデータベースも外部から利用することが可能としていま

す。このように他の Web のコンテンツを組み合わせてあらたな Web サービス
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やコンテンツを作り出すことをマッシュアップと言います。利用する側からは

優れたデータベースを低コストでスピーディーに活用できるメリットがあり、

マッシュアップする側はマスターデータを管理することで、ビジネスチャンス

を拡大するのです。  
 

●増殖するコンテンツ。ユーザー自身がコンテンツを増やしていく 

Web2.0 ではユーザー自身がコンテンツを作り、分類を進めます。  
オンライン版百科事典の「Wikipedia」は、世界中のユーザーが執筆者になっ

てコンテンツを作っています。英語版は、1,985,000 項目（2007 年 9 月 1 日）

に及び、権威ある百科事典 Britanica の 65,000 項目を凌駕しています。ただし、

Wikipedia の記事の信憑性を疑う声もあります。誰でも執筆できることから、

宣伝に利用したり、誹謗中傷や対立する人同士が訂正合戦に及んだりすること

もあるからです。一方では、新聞に引用されたり、論文に引用されたりするケ

ースも見受けられます。  
 

●気 軽 に情 報 発 信 。ブログ、SNS 

2006 年のブログ利用者数は 2687 万人、SNS の利用者数は 1104 万人、両方とも利用して

いる人も 1057 万人と言われます（ http://www.nikkeibp.co.jp/news/it07q1/526042/ ）。
blog は、HTML の知識を必要とせず、専用のツールも必要ありません。携帯電

話からでも手軽にページを更新できます。blog の記事に対して、それを見た人

が掲示板と同じ感覚でコメントを付けることができ、トラックバックで手軽に

リンクを張ることができます。こうした手軽さが、個人用の Web サイトとして、

日記の公開や個人情報の発信、友人・知人間のコミュニティ作りなどさまざま

な用途で爆発的に普及しました。  
限られた範囲で、ネットワーク上のコミュニケーションをしたいというニー

ズを捉えたのが SNS（ソーシャルネットワークサービス）です。ほとんどの

SNS が「既存の参加者からの招待がないと参加できない」という会員制システ

ムになっています。自分のプロフィール、日記帳、友人・知人のリスト、友人

を紹介する機能、メッセージ送受信、掲示板、共有カレンダー、共通の趣味や

特定の話題などの会議室、などのコミュニティ機能で構成されています。国内

最大手の mixi の会員数は 2007 年 5 月に 1000 万人を超えています。blog や

SNS は、企業や企業グループ間などビジネスでの利用も拡大しており、電話、

メールに次ぐコミュニケーション手段にもなっています。  
 

●永 遠 のベータ版  

Web サービスやプログラムがベータ版で提供されることが多いのも Web2.0
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の特徴です。未完成の状態で公開され、利用するユーザーの声を取り入れなが

ら完成に近づける手法です。数年を経過してもベータ版であることが少なくあ

りません。これを「永遠のベータ」と呼ぶことさえあります。  
例えば、Google Earth の最新版はバージョン 4.2 ベータとなっています。大

容量メールサービスの Gmail も Google カレンダーもログイン後の画面のロゴ

の下には BETA の文字があります（すべて 2007 年 9 月 1 日現在）。Google に

限らず最近の Web サービスにはベータ版という表示を多く見かけます。SNS
の mixi（  http://mixi.jp/ ）もトップ画面の mixi のロゴの下にベータバージョ

ンの文字があります。  
ユーザーには製品版としてリリースしたものを提供すべきだという批判の声も

あります。しかし、「永遠のベータ」はユーザーとの連携でプログラムを完成

に近づけていくこと、リリース後も開発を続けていくという姿勢であると前向

きに評価する声も少なくありません。  
 
●Web2.0 の便 利 さを提 供 する技 術  

Web2.0 技術の特徴として目立つのが RSS（Rich Site Summary）と Ajax（エ

イジャックス：Asynchronous JavaScript + XML）です。ここで簡単に触れて

おきましょう。  
RSS は Web サイトや blog の連携を実現します。Web サイトの見出しや要約

を記述した XML 文書です。ページのタイトル、アドレス、見出し、要約、更

新時刻などが書かれています。blog や新聞社など多くの Web が RSS を提供し

ています。RSS リーダーというクライアントソフトを自分の WEB サイトや

blog に組み込んでおけば、最新の RSS を読込んで、自動的に最新のニュース

の見出しや、更新された blog の見出しを読込んで自動的に表示することができ

ます。相手のコンテンツを自サイトのコンテンツのように利用することができ

ます。Web2.0 での Web サイトどうしの連携に欠かせない技術です。  
Google Earth はネット越しに操作しているとは思えないほどなめらかに動

作します。これを実現しているのが Ajax です。通常、WEB ブラウザは画面の

リンクがクリックされてはじめて、WEB サーバにデータを要求し、送られて

くるデータで画面を表示しなおす仕組みになっています。ところが、Ajax はバ

ックグラウンドでサーバとやり取りし、リンクのクリックを待たずに次の動作

の準備を進めます。ユーザーがクリックしたときにはすでに準備ができており、

スムーズな動作を実現します。特別なソフトウェアや Web ブラウザへのプラグ

イン（専用ソフトウェアの組込）を必要としないため、導入が簡単でネット越

しのサービスやアプリケーションに最適な技術として今後も利用が進んでいく

ものと考えられます。  
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●本 当 に変 わったのは何 か 

Web 上のオンライン広告の世界では、DoubleClick 社が広告サイトとしてポ

ータルなどアクセス数の多いサイトを対象にしているのに対し、Google 社は、

blog など個人サイトを対象にしています。前者は、数は少ないが予算の大きい

大企業、後者は、予算は小さいが数が多い中小企業を相手にしているようなも

のです。通常のビジネスの世界では前者の方が効率よく売上や利益に結びつく

というのが常識です。ところが、Web ではこの常識が通じません。実際、数多

くの blog に Google 社の AdSense 広告が組み込まれており、Google 社は広告

だけで 32 億ドルを稼ぎ、2007 年 4 月に DoubleClick 社を買収するまでになっ

ています。  

 
 
DoubleClick 社と Google 社という構図は、一見するとビジネスモデルの隆盛、

技術の進歩、時代の変遷と捉えがちですが、その底流には、Web の進化があり

ます。上図の「ロングテール理論」がリアルな世界の常識を変えてしまうよう

に、Ｗｅｂの進化によって大きな変化が数多く生まれるのです。  
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●Web2.0 の次 にくるもの 

Web2.0 はいかにも過渡期であって、3.0、4.0 と続いていくような印象を与

えます。しかし、現実は Web2.0 そのものにも確実な定義があるわけではない

ので、Web3.0 となるのか、それともそれ以外のものになるのか、明確ではあ

りません。しかし、Web2.0 がこのまま進化し、Web がプラットフォームとし

て、その上でサービスやアプリケーションが当然のように動作するような状況

になったときに Web そのものよりもその上でのサービスやアプリケーション、

さらにはその中で使われるデータの方が重要になってきます。だからこそ、Ｐ

Ｃにおける Microsoft、検索エンジンの Google のように、Web2.0 以降の覇者

を目指して、各社は自 Web サイトのサービスの公開を急ぎ、永遠のベータ版と

して多くのユーザーを巻き込んで終わりのない開発を進めています。しかし、

Web2.0 はまだこれからです。Web 上にどのようなサービスやアプリケーショ

ンが登場するか、まだまだ期待できそうです。  
 

 

■参考 URL 
Web 2.0：次 世 代 ソフトウェアのデザインパターンとビジネスモデル（前・後 編 ） 

http://japan.cnet.com/column/web20/story/0,2000055933,20090039,00.htm 
第 1 回  いまあえて Web2.0 を分 析 する(1)～(10) 

http://ascii.jp/elem/000/000/027/27715/ 
SunMicrosystems テクノロジー Web2.0   

http://jp.sun.com/web2.0/0606.html 
Web 2.0 まるわかりガイド （06.08.23） 

http://www.dion.ne.jp/dionavi/feature/021/02103.html 
Mr Moore in the Datacenter - Num Sum (Ajax を用いた表計算サイト ) 

http://numsum.com/spreadsheet/show/35 


